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筆記課題
「建築物に関する知識」





	注意事項
１：制限時間　50分
２：注意事項
（１）　指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
（２）　解答用紙に入所期、番号、氏名を記入してください。
（３）　机の上には筆記用具以外のものは置かないでください。
（４）　携帯電話の電源は切るか、マナーモードにしてください。
（５）　試験中、質問がある場合は挙手してください。ただし、問題の内容に関する事については答えることができません。















以下の各問いについて、文章が正しいものには○、誤っているものには×を解答欄に記入しなさい。

１）	木材の等級は、日本工業規格（JIS）により基準化されている。

２）	在来軸組構法は、木造（木質構造）における構法のひとつである。

３）	集成材は、木造建築物の構造材として使用することができない。

４）	鋼材は、一般に、耐火性に乏しい。

５）	カーテンウォールは、一般に、床を造作するために用いられる。

６）	コンクリートは、一般に、アルカリ性である。

７）	モルタルは、水とセメントのみで構成されている。

８）	異形鉄筋は、一般に、丸鋼よりもコンクリートとの付着性が高い。

９）	鉄筋コンクリート造（RC造）における柱の略図（下図）において、かぶり厚さとは、Aの距離のことである。
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１０）	固定荷重とは、家具や人間などの重量のことである。

１１）	アンカーボルトは、主に基礎と土台を緊結するために使用する。

１２）	アンカーボルトを基礎に埋め込む場合は、原則として、5mおきに配置する。

１３）	地耐力の小さい地盤では、布基礎よりもベタ基礎を採用するとよい。

１４）	床束には、鋼製のものがある。

１５）	大引きと大引きの距離は、一般に、1,820mmとする。


１６）	下図の梁Aと梁Bにおいて、一般に、部材幅が同一であれば、成も同一でよい。
なお、梁A、Bともに他の部材が架構していないこととする。
1,820
3,640
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１７）	大引きや床梁の上に渡して床板を受ける部材を、根太という。

１８）	筋交い (すじかい)（筋違い）は、水平力による床組の変形を防ぐ役割をもつ。

１９）	小屋組の頂部に架ける部材を、隅木という。

２０）	下図の屋根形状を、切妻という。





２１）	建築基準法関係法令によれば、柱は、構造耐力上主要な部分ではない。

２２）	建築基準法関係法令によれば、建築物の建築面積の敷地面積に対する割合を建ぺい率という。

２３）	建築基準法関係法令によれば、居室の天井の高さは、2.1m以上でなければならないと規定されている。

２４）	建築基準法関係法令によれば、住宅の階段（共同住宅の共用の階段を除く。）のけあげは、23cm以下、踏面は、15cm以上とすることができると規定されている。

２５）	建築基準法関係法令によれば、たすき掛けにするためにやむを得ない場合を除き、筋かいには、欠込みをしてはならないと規定されている。

２６）	木造建築物の建築に際し、確認申請書及び設計図書の提出が必要である場合は、当該建築物の完成後、すみやかに行わなければならない。

２７）	住宅の品質確保の促進等に関する法律（以下、品確法）関係法令によれば、在来軸組構法による新築戸建住宅の工事業者は、瑕疵担保責任を一切負うことはない。


２８）	品確法関係法令において、耐震等級1の住宅よりも耐震等級3の住宅のほうが、地震により倒壊しにくいとされている。

２９）	平面図や配置図等の水平面を表す図面は、一般に、南方向を上方に描く。

３０）	建築図面は、一般に、倍尺を用いて表現する。

３１）	日本工業規格（JIS）によれば、作図する際の線の太さは、極太線・太線・細線の3種類を用いる。

３２）	日本工業規格（JIS）によれば、基準線は、破線で表現する。

３３）	日本工業規格（JIS）によれば、下図は、引違い窓を表す平面表示記号である。
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[image: ]３４）	日本工業規格（JIS）によれば、下図は、コンクリート及び鉄筋コンクリートを表す材料構造表示記号である。



３５）	立面図は、木造建築物の主要な外壁の断面の構成を詳細に示す図面である。

３６）	切妻形状の屋根における小屋伏図には、隅木を表現しなければならない。

３７）	汎用CADは、建築図面を作成する機能が特化したCADソフトのことである。

３８）	あるCADで作成した図面は、別のCADで編集することができない。

３９）	電子データ（ファイル）を第三者に渡す場合は、ウィルスチェックを事前に行うとよい。

４０）	企業LAN等のネットワーク上で管理された電子データ（ファイル）を活用する場合は、事前に取扱い方等を企業内で確認したうえで活用するとよい。




４１）	ADLとは、食事・更衣・移動・排泄・整容・入浴など生活を営む上で不可欠な日常生活動作のことである。

４２）	要介護状態区分は、要支援が2段階、要介護が4段階に分けられる。

４３）	住宅改修を実施した場合、改修完了後すみやかに施工写真と改修前後の見取り図と見積申請書などを保険者の窓口に提出し申請しなければ介護保険制度の利用はできない。

４４）	洋室と和室と段差（30mm）の解消を行うため、すりつけ板を設置する方法がある。

４５）	スロープを表す下図において、A部の高さはGL＋200mmとなる。
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４６）	車いすから便器への移動のため、座ったまま便座や手すりに手をつき、お尻を持ち上げ、少しずつ横にずれて移乗する方法を立位移乗という。

４７）	トイレの改修において、トイレの採寸を行い見取り図の作成を行えば、トイレ周辺は、特に採寸や見取り図の作成を行わなくてもよい。

４８）	要介護者が在宅しているトイレの戸を開き戸に改修する場合は、一般に、内開きとするとよい。

４９）	建築基準法関係法令によれば、両側の壁間の内法寸法が780mmの階段に突出寸法110mmの手すりを片側に取り付ける場合、階段幅は770mmとなる。

５０）	高齢者の生活空間（寝室）が2階にあり、就寝後にトイレに行くことを考慮する場合は、トイレ出入り口、階段降り口、寝室出入り口の順に隣接させるとよい。






解答用紙
筆記課題「建築物に関する知識」
1問2点
	入所年月
	番号
	氏名
	合計点
	評価判定

	平成　　年　　月入所
	
	
	／100 
	


評価判定基準　Ａ：80点以上		「到達水準を十分に上回った」
Ｂ：60点以上80点未満	「到達水準に達した」
Ｃ：60点未満		「到達水準に達しなかった」
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